田村俊子と汪精衛 : 『雙照樓詩詞藁』の三編の詩をめぐって by 黒澤 亜里子





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－ 132－ － 132－
の
も
と
な
っ
た
汪
精
衛
の
書
斎
『
雙
照
樓
』
の
名
の
由
来
な
ど
、
こ
の
他
に
も
紹
介
し
た
い
こ
と
は
数
多
い
が
、
次
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。
　
本
文
中
に
引
用
し
た
漢
詩
の
修
辞
や
読
解
に
つ
い
て
は
、
王
有
紅
、
王
冉
、
上
里
賢
一
の
各
先
生
か
ら
懇
切
な
ご
教
示
、
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
、
原
文
の
大
意
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
王
有
紅
氏
、
漢
詩
の
訓
読
に
つ
い
て
は
上
里
賢
一
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
に
記
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
註
〔
１
〕
汪
精
衛
（
汪
兆
銘
の
呼
称
も
あ
る
が
、
中
華
圏
で
は
「
汪
精
衛
」
が
一
般
的
）
は
、
中
華
民
国
の
政
治
家
。
日
本
留
学
中
に
孫
文
の
革
命
思
想
に
触
れ
、
革
命
党
に
入
党
。
辛
亥
革
命
に
よ
り
清
朝
が
崩
壊
し
、
一
九
一
二
年
一
月
一
日
に
中
華
民
国
が
成
立
し
た
際
に
は
、
汪
が
宣
言
文
を
起
草
し
た
と
さ
れ
る
。
一
九
一
七
年
、
孫
文
の
下
で
広
東
軍
政
府
の
最
高
顧
問
を
務
め
る
。
孫
文
の
死
後
、
蒋
介
石
と
汪
精
衛
は
対
立
と
和
解
を
繰
り
返
し
た
が
、
一
九
三
二
年
一
月
に
協
力
し
て
「
南
京
国
民
政
府
」
を
成
立
さ
せ
た
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
の
日
中
戦
争
開
始
後
は
、
「
徹
底
抗
戦
」
派
の
蒋
介
石
に
対
し
、
汪
は
水
面
下
で
日
本
側
と
の
和
平
を
模
索
し
、
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
日
に
「
日
華
協
議
記
録
」
を
調
印
、
十
二
月
十
八
日
、
重
慶
に
疎
開
し
て
い
た
蒋
介
石
の
国
民
政
府
か
ら
離
脱
し
た
。
た
だ
し
、
後
に
汪
が
日
本
占
領
下
の
南
京
で
主
席
代
理
（
一
九
四
〇
年
十
一
月
、
主
席
に
就
任
）
と
し
て
新
政
府
を
出
発
さ
せ
た
の
は
、
重
慶
の
蒋
介
石
と
の
統
一
政
府
を
作
る
可
能
性
を
残
し
た
め
と
も
さ
れ
る
。
〔
２
〕
田
村 
俊
子 
（
た
む
ら 
と
し
こ
、
一
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
四
月
二
五
日 
― 
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
四
月
一
六
日
） 
は
、
小
説
家
。
佐
藤
露
英
、
佐
藤
俊
子
、
本
名
、
佐
藤
と
し
。
東
京
府
東
京
市
浅
草
区
蔵
前
町
（
現
在
の
東
京
都
台
東
区
蔵
前
）
生
れ
。
代
表
作
は
『
木
乃
伊
（
み
い
ら
）
の
口
紅
』
、『
炮
烙
（
ほ
う
ら
く
）
の
刑
』
な
ど
。
一
九
〇
九
年
に
夫
田
村
松
魚
の
勧
め
で
書
い
た
『
あ
き
ら
め
』
が
、
一
九
一
（
明
治
四
）
年
大
阪
朝
日
新
聞
懸
賞
小
説
一
等
に
な
り
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
、
そ
の
後
「
青
鞜
」
、
「
中
央
公
論
」
、
「
新
潮
」
に
次
々
と
小
説
を
発
表
し
、
人
気
作
家
と
な
る
が
、
し
だ
い
に
創
作
に
行
き
詰
る
。
朝
日
新
聞
の
記
者
鈴
木
悦
と
恋
愛
が
生
じ
、
一
九
一
八
年
、
松
魚
と
別
れ
て
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
移
住
。
悦
と
も
に
現
地
の
邦
字
紙
大
陸
日
報
の
編
集
に
参
画
す
る
。
一
九
三
六
年
、
悦
の
死
去
に
よ
り
帰
国
。
一
九
三
八
年
十
二
月
、
中
国
に
渡
り
、
晩
年
は
上
海
で
中
国
語
婦
人
雑
誌
『
女
声
』
を
主
宰
し
た
。
